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04 	村政執行方針
07 	教育行政執行方針
09 	トピックス 令和３年度第３回学校運営協議会・赤井川小学校６年生を送る会 ほか
11 	健康支援センターだより 令和４年度保健事業計画・ヒトパピローマウイルス ほか
12 	むらの事件簿 赤井川駐在所椛本所長勇退・余市警察署だより 春の全国交通安全運動の実施 ほか
13 	お知らせ伝言板 ４月から役場の行政機構が変わります・令和４年度悠楽学園大学参加者募集 ほか
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■むらバスの特徴
〇中央バス赤井川線、赤井川村公共交通バス、実証運行の結果から平日ダイヤと土日祝日ダイヤとして、
　運行時刻及び運行ルートが新しくなります！
　時刻表は３月１日に区会回覧にて全戸配布しておりますので、そちらをご覧ください。
〇朝の通勤・通学に利用しやすい快速便の運行を行います！
〇従来の赤井川線から一部路線が延伸となります！

※４月４日（月）～11月30日（水）の期間中は、土日祝日のみ「キロロマウンテンセンター」に立ち寄り
　ますが、平日は「常盤」発着です。
〇運賃は一定区間ごとに一律料金です。

〇運行車両は「むらバス」と表記されているマイクロバスです。
〇４月１日より、バス停「黒川12丁目」は「コープさっぽろ余市店前」と変更になります。

≪赤井川村内延伸区間≫

延伸区間
常盤～キロロマウンテンセンター

≪余市町内延伸区間≫

延伸区間
余市駅～黒川12丁目
　　　（勤医協余市診療所付近）

　

令
和
４
年
４
月
よ
り
運
行
す

る
「
む
ら
バ
ス
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
赤
井
川
村
路
線
バ
ス
の
歴
史

◇
昭
和
８
年

　

赤
井
川
村
・
余
市
町
・
銀
山

　

間
の
バ
ス
運
行
開
始
（
余
市

　

赤
井
川
自
動
車
合
資
会
社
設

　

立
）

◇
昭
和
18
年

　

北
海
道
中
央
乗
合
自
動
車

　
（
現
在
の
北
海
道
中
央
バ
ス
）

　

に
併
合

◇
昭
和
23
年

　

余
市
町
へ
営
業
所
が
移
転

◇
昭
和
38
年
12
月

　

冬
期
間
の
バ
ス
運
行
開
始

◇
令
和
元
年
12
月

　

日
曜
日
・
祝
日
全
便
運
休

　

赤
井
川
村
が
代
替
交
通
運
行

　
（
赤
井
川
村
地
域
公
共
交
通

　

バ
ス
）

◇
令
和
２
年
11
月

　

バ
ス
路
線
の
存
廃
協
議
申
し

　

入
れ

一般 高校生以下

赤井川村⇔余市町 ３００円 ２００円

赤井川村内 １００円 １００円

余市町内 ２００円 ２００円

※未就学児は無料です。
※現金以外はご利用いただけません。
　ご了承ください。

◇
令
和
３
年
10
月

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
の
バ
ス

　

運
行
内
容
の
検
討
に
向
け
２

　

ヶ
月
間
の
実
証
運
行
を
行
う

◇
令
和
４
年
３
月
31
日

　

北
海
道
中
央
バ
ス
赤
井
川
線

　

廃
止

◇
令
和
４
年
４
月
１
日

　

む
ら
バ
ス
運
行
開
始

※
一
部
赤
井
川
村
史
よ
り
抜
粋

　

し
て
い
ま
す
。

　

過
去
の
広
報
あ
か
い
が
わ
な

ど
で
す
で
に
住
民
の
皆
さ
ま
に

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
と

お
り
、
令
和
４
年
３
月
31
日
を

持
ち
ま
し
て
「
赤
井
川
線
」
は

廃
線
と
な
り
、
79
年
の
歴
史
に

幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

　

赤
井
川
村
を
公
共
交
通
空
白

地
域
に
し
な
い
た
め
、
様
々
な

機
関
と
の
協
議
や
住
民
の
皆
さ

ま
と
の
懇
談
を
経
て
、
２
ヶ
月

間
の
実
証
運
行
、
そ
し
て
、
こ

の
４
月
か
ら
「
む
ら
バ
ス
」
が

運
行
さ
れ
ま
す
。

「むらバス」特 集 本 格 運 行
ス タ ー ト ！
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「むらバス」本格運行スタート！特 集

■これまでのバスとの違い
〇「冷水峠」から「合同青果市場前」の間のバス停を撤去
　し、バス停「冷水峠」から余市町内の「生活館前」まで
　フリー乗降区間が延長となります。
　乗車の際は、運転手に見えるよう手をあげてください。
　また、降車の際は、事前に運転手にお知らせください。
〇余市町内のバス停の「青葉団地」と「黒川９丁目」は撤
　去となります。
〇運賃のお支払いは、定期券もしくは、現金（前払い）の
　みです。おつりが出ないようご協力をお願いいたします。
　定期券の金額、購入場所など詳細については４月１日配
　布の区会回覧をご覧ください。
〇従来の赤井川線から停車するバス停が変わっています。

■むらバスの外観
≪正面から≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪後ろから≫

≪横から≫

　

赤
井
川
村
は
、
こ
の
「
む
ら

バ
ス
」
が
「
使
い
や
す
く
な
っ

た
ね
。」、「
久
し
ぶ
り
に
バ
ス

に
乗
ろ
う
か
な
。」、「
バ
ス
に

乗
る
の
も
い
い
も
の
だ
ね
。」

と
、
皆
さ
ま
に
言
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
方
に
乗
車
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　

普
段
バ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
も
は

自
家
用
車
等
を
利
用
し
バ
ス
を

利
用
し
な
い
方
も
、
赤
井
川
村

を
訪
れ
る
方
も
ぜ
ひ
、「
む
ら

バ
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
乗
車
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
「
む
ら
バ
ス
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
総
務
課
総
務
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

〇
運
行
委
受
託
業
者

　

有
限
会
社
赤
井
川
ハ
イ
ヤ
ー

　

℡
３
４

－

６
２
５
９

〇前後左右に「赤井川村むらバス」と書
　かれています。
〇乗降車用ドアは運転席横の１か所のみ
　ですので、乗車・降車の際はお気を付
　けください。
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村
政
執
行
方
針

　

は
じ
め
に

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
の
開

会
に
当
た
り
、
村
政
執
行
へ
の
所
信

を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
も
３
年
目
に
入
り
、
国
内

外
を
問
わ
ず
ま
だ
ま
だ
先
行
き
の

不
透
明
感
が
あ
り
、
村
内
に
お
い
て

も
、
宿
泊
を
含
む
観
光
事
業
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
人
流
を
必
要
と
す

る
経
済
活
動
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

も
み
ら
れ
、
今
日
ま
で
村
内
で
日
常

生
活
を
送
る
上
で
は
、
極
端
な
混
乱

が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
せ
め

て
も
の
救
い
だ
と
感
じ
て
お
り
、
村

民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
事
業
者
に

お
け
る
感
染
対
策
の
取
り
組
み
の

た
ま
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
村
と
し
て
は
、
国
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
は
じ

め
、
各
種
国
費
事
業
な
ど
を
活
用

し
つ
つ
、
住
民
生
活
や
事
業
者
支
援

を
は
じ
め
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
改
修
な

ど
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
つ
つ
村
政

運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
の

村
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
「
第
四
期
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
」
と
「
第
２
期
赤

井
川
村
創
生
総
合
戦
略
」
を
基
本
に

据
え
、
財
政
の
安
定
化
も
念
頭
に
置

き
、
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
公
共
を
支
え
る
の
は
役

場
や
村
民
の
み
な
ら
ず
、
民
間
企
業

や
村
に
所
縁
の
あ
る
村
外
の
方
々

と
の
協
働
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
人
と
自
然
の
調
和
を
保
ち

な
が
ら
持
続
可
能
な
開
発
計
画
に

取
り
組
む
企
業
と
の
連
携
も
大
事

に
し
つ
つ
、
村
内
に
賦
存
す
る
様
々

な
資
源
を
活
用
し
、
更
な
る
関
係
人

口
の
増
加
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

村
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢

　　

令
和
４
年
度
の
村
政
運
営
の
基

本
姿
勢
と
し
て
は
、
新
た
に
取
り
組

む
も
の
以
外
、
こ
れ
ま
で
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
住
民
サ
ー
ビ
ス

等
の
施
策
を
大
き
く
変
更
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
財
政
の
安
定

化
を
念
頭
に
、
様
々
な
影
響
も
考
慮

し
つ
つ
見
直
し
等
も
行
い
な
が
ら

引
き
続
き
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
・
福
祉
（
域
内
交
通

含
む
）、
医
療
、
農
業
、
観
光
な
ど

村
内
に
お
い
て
、
住
民
生
活
に
直
結

す
る
課
題
が
数
多
く
あ
る
事
を
踏

ま
え
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
な
議
論

を
重
ね
、
次
の
３
つ
の
視
点
を
持
っ

て
優
先
順
位
を
見
極
め
な
が
ら
着

実
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

１　

元
気
と
活
力
を
感
じ
る
村

　

づ
く
り

　

１
つ
目
は
、「
元
気
と
活
力
を
感

じ
る
村
づ
く
り
」
で
す
。

　

働
く
世
代
の
減
少
は
村
の
元
気

と
活
力
を
低
下
さ
せ
る
大
き
な
要

因
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
と
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産

業
に
元
気
が
な
け
れ
ば
、
働
く
世
代

の
定
着
は
見
込
め
ず
、
村
全
体
に
活

力
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
農
業
振
興
計
画
」

を
基
本
に
持
続
可
能
な
農
業
振
興

に
取
り
組
み
ま
す
。

  

ま
た
、
観
光
に
お
い
て
は
観
光
地

域
づ
く
り
法
人
を
中
心
と
し
た
活

動
や
キ
ロ
ロ
、
道
の
駅
な
ど
の
活
動

を
側
面
的
に
支
援
し
、
食
を
通
じ
た

観
光
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
築

い
た
、
関
係
人
口
（
交
流
人
口
）
の

拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
念
頭
に
、
地
熱
利
用
を
柱
と
し

た
「
赤
井
川
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
る
各
事
業
は
、
民

間
が
進
め
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
事
業
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
働
く
世
代
の
増
加
に
結

び
つ
く
可
能
性
を
含
む
事
業
で
あ

り
、
住
ん
で
い
る
人
も
訪
れ
る
人
も

活
力
を
感
じ
る
村
に
な
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

２　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活

　

環
境
の
確
保

　

２
つ
目
は
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
生
活
環
境
の
確
保
」
で
す
。

　

村
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
心
身
と
も
に
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
保

健
・
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
域
内
交
通
の
確
保
、
さ
ら
に
は

子
育
て
支
援
な
ど
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
、
生
き
が
い
と
な
る
日
常
を

手
に
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と

で
す
。

　

し
か
し
、
本
村
の
限
ら
れ
た
財
源

と
人
的
資
源
を
考
慮
す
る
と
、
全
て

を
充
実
さ
せ
継
続
す
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
で
す
。　

加
え
て
、
余
市
、

小
樽
を
生
活
圏
と
す
る
多
く
の
村

民
に
と
っ
て
、
幹
線
交
通
や
域
内
交

通
の
確
保
は
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
重
要
な
条
件
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
福
祉
・
医
療
・
介
護

に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
村
と

社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
が
引

き
続
き
連
携
を
密
に
し
、
分
野
別
に

課
題
と
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た

な
か
で
、
地
域
の
方
々
に
も
協
力
を

い
た
だ
き
、
協
働
関
係
を
築
き
な
が

ら
、
課
題
解
決
が
円
滑
に
進
む
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

３　

公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど
公
共

　

施
設
の
計
画
的
整
備

　

３
つ
目
は
「
公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど

公
共
施
設
の
計
画
的
整
備
」
で
す
。

　

道
路
・
河
川
・
橋
梁
を
は
じ
め
、

上
下
水
道
や
公
営
住
宅
な
ど
の
公

共
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
も
村
民
生
活

の
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
計
画
的

な
整
備
を
心
が
け
、
老
朽
化
し
た
施

設
も
財
源
を
考
慮
し
つ
つ
、
各
種
長

寿
命
化
計
画
な
ど
を
策
定
し
、
維
持

補
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
多
く
の
経
費
を
要
す
る
大

規
模
工
事
に
つ
い
て
は
、
国
費
・
道

費
補
助
や
財
政
措
置
率
が
高
い
有

利
な
起
債
を
活
用
す
る
な
ど
、
財
源

確
保
を
模
索
し
な
が
ら
優
先
順
位

を
考
慮
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。  

　

こ
の
た
め
、
本
年
度
も
継
続
性

や
緊
急
性
の
あ
る
も
の
や
、
防
災

対
策
な
ど
優
先
度
の
高
い
施
設
の

整
備
や
補
修
を
重
点
的
に
進
め
ま

す
。

　

政
策
展
開
の
重
点
事
項

１　

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
地

　

域
活
力
の
醸
成

①
農
業
の
振
興

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
は
、

こ
れ
ま
で
も
村
の
重
点
施
策
と
し

て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き



5 広報あかいがわ　2022.4.1

ま
し
た
。
な
か
で
も
土
づ
く
り
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
の
振
興
、
優

良
農
地
の
確
保
対
策
な
ど
は
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
近
年
は
有
害
鳥
獣
の
対
策
も
そ

の
比
重
は
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
た
だ
農
業
を
取
り
巻
く
課
題
は

多
く
、
今
後
も
課
題
を
整
理
し
な
が

ら
着
実
に
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
度
策
定
し
た

「
農
業
振
興
計
画
」
に
沿
っ
て
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

・
道
営
農
業
農
村
整
備
事
業
に
よ
る

　

農
地
基
盤
整
備
事
業

・
落
合
ダ
ム
・
関
連
設
備
の
適
切
運

　

用
と
農
業
用
水
の
安
定
供
給

・
優
良
農
地
確
保
対
策
と
農
地
流
動

　

化
対
策
の
強
化

・
新
規
就
農
希
望
者
就
農
支
援
の
推

　

進
・
農
業
振
興
補
助
事
業
の
評
価
と
新

　

し
い
施
策
の
検
討

・
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
育
苗
施
設
）

　

の
在
り
方
と
運
営
の
検
討

・
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
効
果
的
実

　

施
と
人
材
育
成

②
林
業
の
振
興

　

村
有
林
を
主
体
に
、
民
有
林
に
お

い
て
も
多
面
的
機
能
を
持
つ
森
林

資
源
の
保
全
と
活
用
を
計
画
的
に

進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
赤
井
川
村

森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を

進
め
ま
す
。

　

特
に
村
有
林
の
伐
期
齢
に
達
し

た
立
木
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
視
野
に
伐

採
・
育
成
計
画
を
作
成
し
た
う
え

で
進
め
ま
す
。

・
森
林
環
境
譲
与
税
の
「
活
用
基
本

　

方
針
」
に
基
づ
く
支
援

・
冷
水
峠
展
望
所
の
計
画
的
整
備

・
村
有
林
造
林
事
業
計
画
の
策
定

③
商
工
業
の
振
興

　

村
内
で
事
業
展
開
す
る
事
業
者

は
、
小
規
模
な
が
ら
新
規
事
業
に
挑

戦
し
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
先
例

も
有
り
、
村
の
産
業
の
一
翼
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
者
は
、
商
工
会
へ

結
集
し
経
営
の
安
定
化
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
商
工

会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
し

支
援
を
行
い
ま
す
。

・
商
工
会
運
営
の
安
定
化
を
図
る
た

　

め
の
支
援

・
経
営
改
善
や
新
規
開
拓
事
業
取
り

　

組
み
へ
の
支
援

④
観
光
の
振
興

　

村
の
観
光
は
、
キ
ロ
ロ
を
核
と
し

た
リ
ゾ
ー
ト
観
光
と
道
の
駅
や
温

泉
を
核
と
し
た
ド
ラ
イ
ブ
観
光
に

分
け
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
新
鮮

で
美
味
し
い
農
畜
産
物
を
活
用
し

た
「
食
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
有
志
に
よ
り
農
業
体
験
や

農
泊
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
実
施
に

繋
げ
る
動
き
も
あ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
赤
井
川
村
国
際
リ
ゾ
ー
ト
推
進

協
会
を
中
心
と
し
た
観
光
振
興
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
活

動
も
含
め
、
食
と
観
光
が
有
機
的
に

結
び
つ
く
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

・
赤
井
川
村
国
際
リ
ゾ
ー
ト
推
進
協

　

会
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
の
活
動
支
援

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

　

ナ
の
観
光
振
興
支
援

・
道
の
駅
「
あ
か
い
が
わ
」
地
場
産

　

品
の
販
売
促
進
支
援

・
観
光
振
興
財
源
（
宿
泊
税
）
の
確

　

保
に
向
け
た
検
討
・
協
議

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事

業
へ
の
展
開

　
「
赤
井
川
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
き
、
地
熱
や
水
力
な
ど

持
続
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
事
業
の
促
進
を
目

指
し
ま
す
。

　

特
に
温
泉
熱
利
用
に
つ
い
て
は

国
費
を
活
用
し
、
新
た
な
温
泉
源
の

掘
削
事
業
に
着
手
す
る
な
ど
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
と
と

も
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
主
体
で
進
め
ら
れ
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
法
令
遵
守

を
基
本
と
し
、
村
の
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
設
置
等
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た

事
業
者
対
応
を
徹
底
し
、
開
発
と
保

全
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
り
一
層
心
が

け
な
が
ら
、
そ
の
対
応
に
当
た
り
ま

す
。

・
温
泉
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

　

公
共
施
設
の
整
備

・
民
間
地
熱
発
電
・
水
力
発
電
計
画

　

へ
の
側
面
的
支
援

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
戦
略
の
策
定

２　

村
民
と
協
働
す
る
行
政
の
展
開

　

全
て
の
村
民
が
心
身
と
も
に
健

康
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ

う
、
保
健
・
医
療
・
高
齢
者
福
祉
・

介
護
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
事
業
を

各
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

　

特
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
が
運
営

を
担
う
こ
と
か
ら
、
健
全
な
運
営
と

利
用
者
の
満
足
度
ア
ッ
プ
を
目
指

し
、
村
と
の
連
携
を
含
め
運
営
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
に
つ
い
て
は
、
北
後

志
消
防
組
合
赤
井
川
支
署
と
の
連

携
を
強
化
し
て
お
り
、
引
き
続
き
緊

急
時
の
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
末
に
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て

寄
贈
さ
れ
た
救
命
救
急
対
応
救
急

車
に
つ
い
て
は
、
装
備
や
訓
練
な

ど
、
準
備
が
整
っ
た
段
階
で
、
現
有

の
職
員
体
制
に
よ
り
対
応
可
能
な

範
囲
で
救
急
救
命
運
用
を
開
始
し

ま
す
。

　

余
市
赤
井
川
幹
線
公
共
交
通
に

つ
い
て
は
４
月
か
ら
の
運
行
が
始

ま
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
域
内
交
通

確
保
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
加

速
さ
せ
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
重
点
事
項
に
つ
い
て

は
村
民
の
皆
様
と
の
積
極
的
な
協

働
を
必
要
と
す
る
施
策
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
各
事
業
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
丁
寧
な
説
明
を
第
一
に
進
め

ま
す
。

①
保
健
・
医
療

・
各
種
健
診
、
健
康
教
育
・
健
康
相

　

談
等
の
充
実

・
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ

　

く
り
活
動
の
支
援

・
各
種
健
康
教
育
活
動
に
よ
る
健
康

　

管
理
意
識
の
醸
成

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

　

策
の
推
進

・
地
域
医
療
体
制
の
充
実
に
向
け
た

　

総
合
的
な
検
討
促
進

②
子
育
て
支
援

・
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
内
容
の
充

　

実
・
妊
婦
・
新
生
児
訪
問
、
個
別
相
談

　

等
母
子
保
健
事
業
の
推
進

・
保
育
所
と
学
校
の
連
携
に
よ
る
継

　

続
し
た
支
援
体
制
の
強
化

・
新
生
児
聴
覚
検
査
支
援

・
産
後
ケ
ア
事
業
の
取
り
組
み

③
高
齢
者
支
援
（
生
き
が
い
対
策

　

・
介
護
）

・
悠
楽
学
園
大
学
の
内
容
充
実

・
介
護
三
事
業
の
適
正
管
理

・
一
般
介
護
予
防
の
充
実
（
高
齢
者

　

サ
ロ
ン
、
運
動
教
室
）

・
総
合
相
談
支
援
の
充
実

・
認
知
症
施
策
の
推
進

・
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進

④
障
が
い
者
支
援

・
北
後
志
自
立
支
援
協
議
会
等
を
活

　

用
し
た
相
談
支
援
体
制
充
実

・
各
種
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

　

供
体
制
充
実

⑤
地
域
福
祉

・
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
支
援

・
生
活
支
援
体
制
の
強
化

・
民
生
委
員
、
児
童
委
員
や
各
種
相

　

談
員
の
活
動
支
援

令和４年度村政執行方針
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・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
強
化

・
た
す
け
あ
い
隊
活
動
の
推
進

⑥
社
会
保
障

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
村
民
保
有

　

率
の
更
な
る
向
上

・
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

　

療
保
険
事
業
事
務
の
円
滑
化

⑦
消
防
・
救
急

・
災
害
時
連
携
対
応
の
強
化

・
救
急
救
命
体
制
の
段
階
的
運
用

・
日
常
的
な
福
祉
・
介
護
分
野
と
の

　

連
携

⑧
移
住
定
住
対
策

・
ふ
る
さ
と
納
税
と
連
携
し
た
施
策

　

の
Ｐ
Ｒ
活
動

⑨
防
災
対
策

・
整
備
さ
れ
た
防
災
設
備
の
適
正
管

　

理
と
運
用
訓
練
の
実
施

・
学
校
教
育
活
動
と
連
携
し
た
防
災

　

教
育
活
動
の
実
施

⑩
地
域
公
共
交
通
対
策

・
地
域
公
共
交
通
バ
ス（
む
ら
バ
ス
）

　

の
運
行
開
始
と
利
用
促
進
策
の

　

展
開

・
域
内
交
通
整
備
の
実
施

３　

公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど
公
共

　

施
設
の
計
画
的
整
備

①
村
道
整
備

　

村
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道

路
及
び
生
活
道
路
を
中
心
に
国
土

強
靱
化
計
画
に
基
づ
く
防
災
的
視

点
も
持
ち
な
が
ら
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
路
面
の
損
傷
な
ど
が
激
し

い
路
線
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
を

定
め
、
日
常
の
通
行
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
補
修
に
努
め
ま
す
。

・
富
田
線
道
路
改
良
工
事

・
村
道
舗
装
補
修
工
事

②
河
川
整
備

　

河
川
整
備
に
つ
い
て
は
、
異
常
気

象
に
よ
る
防
災
対
応
が
重
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
河
道
内
に
堆
積
し
た

土
砂
や
立
木
の
撤
去
を
計
画
的
に

行
い
ま
す
。

・
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債

　

を
活
用
し
た
河
川
整
備
工
事

・
緊
急
浚
渫
推
進
整
備
事
業
を
活
用

　

し
た
河
川
護
岸
工
事

③
橋
梁
整
備

　

老
朽
化
し
た
橋
梁
に
つ
い
て
は
、

「
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き

整
備
し
ま
す
。

・
富
田
線
富
田
橋
橋
梁
補
修
工
事

④
簡
易
水
道
の
整
備

　

安
全
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た

め
、
適
正
な
管
理
を
継
続
す
る
と
共

に
、
老
朽
化
し
た
施
設
に
つ
い
て
は

計
画
的
に
更
新
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
時
の
防
災
対
策
に
も
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
道
事
業

の
効
率
化
、
経
営
改
善
を
図
る
た

め
、
令
和
６
年
４
月
１
日
開
始
と
な

る
公
営
企
業
会
計
化
に
向
け
た
準

備
を
進
め
ま
す
。

・
量
水
器
取
替
工
事

・
都
地
区
簡
易
水
道
施
設（
取
水
口
）

　

の
更
新

・
簡
易
水
道
事
業
地
方
公
営
企
業
法

　

適
用
に
向
け
た
準
備

⑤
下
水
道
の
整
備

　

施
設
整
備
後
20
年
以
上
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
し
た
機

器
類
に
つ
い
て
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
実
施
方
針
」
を
策
定
し
、
更

新
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
計
画
区
域
外
に
お
け
る
合
併
浄

化
槽
の
普
及
啓
発
も
継
続
し
て
行

っ
て
お
り
、
設
置
者
へ
の
支
援
も
引

き
続
き
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
道

事
業
同
様
、
事
業
の
効
率
化
、
経
営

改
善
を
図
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月

１
日
開
始
と
な
る
公
営
企
業
会
計

化
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

・
公
共
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

　

ン
ト
実
施
方
針
に
基
づ
く
施
設

　

改
修

・
公
共
下
水
道
事
業
地
方
公
営
企
業

　

法
適
用
に
向
け
た
準
備

⑥
公
営
住
宅
な
ど
の
整
備

　

老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」

に
基
づ
き
建
て
替
え
や
リ
フ
ォ
ー

ム
を
進
め
、
活
用
が
出
来
な
く
な
っ

た
村
営
・
村
有
住
宅
は
取
り
壊
し

を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

・
村
営
中
央
団
地
個
別
改
善
改
修
工

　

事
・
村
有
住
宅
（
赤
井
川
地
区
）
解
体

　

工
事

⑦
そ
の
他
公
共
施
設
の
整
備

　

各
施
設
の
管
理
は
、「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
延
命

化
を
図
り
な
が
ら
村
民
の
利
用
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
計
画
的
な
維

持
補
修
に
努
め
ま
す
。

⑧
生
活
廃
棄
物
及
び
し
尿
の
処
理

　

可
燃
ご
み
及
び
資
源
ゴ
ミ
に
つ

い
て
は
、「
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

理
広
域
連
合
」
の
処
理
施
設
、
不
燃

物
に
つ
い
て
は
、
村
の
一
般
廃
棄
物

処
理
場
で
適
正
に
処
理
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
ゴ
ミ
の
減
量
化

と
分
別
の
徹
底
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
北
後
志
衛
生
施
設

組
合
の
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
老
朽
化
対
策
と
し
て
新
た
な
施

設
整
備
の
設
計
が
終
了
し
、
本
年
度

か
ら
本
体
施
設
整
備
に
向
け
て
計

画
を
進
め
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

４　

財
政
安
定
化
へ
の
取
り
組
み

　

実
質
単
年
度
収
支
で
歳
入
と
歳

出
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い

状
況
を
改
善
し
、
財
政
を
安
定
化
方

向
へ
向
け
る
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
の
情
勢
を

見
据
え
つ
つ
、
昨
年
も
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
国
費
・
道
費
の
助
成
制
度

の
活
用
は
も
と
よ
り
自
主
財
源
の

確
保
や
民
間
企
業
と
の
連
携
を
積

極
的
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
５
年
後
の
令
和
８
年

度
を
目
標
に
設
定
し
た
「
財
政
健
全

化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
新
年
度

中
に
明
確
に
し
、
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
制
度
へ
の
移
行
を
機

に
、
内
部
組
織
機
構
と
特
別
会
計
を

見
直
し
、
業
務
の
効
率
化
を
進
め
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

  

以
上
の
考
え
方
を
基
本
に
置
き
、

令
和
４
年
度
の
各
会
計
の
予
算
を

次
の
と
お
り
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

■
一
般
会
計

 

２
，
６
３
３
，
０
０
０
千
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

１
７
，
５
６
５
千
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

４
２
，
８
５
９
千
円

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

 

１
０
５
，
５
７
２
千
円

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

７
５
，
１
１
７
千
円

◆
総　

計
２
，
８
７
４
，
１
１
３
千
円

　

む
す
び

　

以
上
、
令
和
４
年
度
の
村
政
執
行

方
針
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
出

現
に
よ
り
明
ら
か
に
変
わ
り
ま
し

た
。

　

経
済
や
人
の
動
き
は
元
よ
り
、
価

値
観
や
人
間
の
生
き
方
そ
の
も
の

も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。

　

こ
の
新
し
い
時
代
や
環
境
に
対

応
し
、
村
を
元
気
に
し
て
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
の
は
、
今
を
生
き
る

我
々
の
責
任
で
あ
り
、
ま
た
使
命
で

あ
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
村
長
の
任
期
最
終
年
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
持
続
可
能
な

村
と
な
る
た
め
の
基
礎
づ
く
り
」
最

終
年
度
と
位
置
づ
け
、
村
政
運
営
に

臨
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
村
議
会
議
員
の
皆
様
と
村
民

の
皆
様
の
深
い
御
理
解
と
御
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和４年度村政執行方針
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は
じ
め
に

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
の
開

会
に
当
た
り
、
赤
井
川
村
教
育
委

員
会
の
所
管
行
政
の
執
行
に
関
す

る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
な
ど
に
よ
り
人
々
の
価
値
観

や
生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
る
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
先
行
き

が
不
透
明
な
状
態
が
続
い
て
お
り
、

従
来
の
知
識
や
経
験
だ
け
で
は
答

え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
様
々
な

困
難
に
向
か
っ
て
よ
り
よ
く
生
き

て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
の
よ
さ

や
可
能
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
他
者
を
尊
重
し
、
協
働

し
な
が
ら
社
会
の
変
化
を
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

教
育
に
は
子
供
た
ち
が
豊
か
な
人

生
を
切
り
拓
き
、
持
続
可
能
な
社

会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
そ
の
資
質
や
能
力
を
育

成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
生
涯
学
習
の
理
念
に
基

づ
き
、
村
民
一
人
一
人
が
学
び
続

け
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
学
習
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
村
議
会

議
員
並
び
に
村
理
事
者
の
み
な
さ

ま
の
深
い
御
理
解
と
村
民
各
位
の

温
か
い
御
支
援
の
下
、
教
育
の
諸

活
動
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
行
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

　

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
教
育
行

政
推
進
の
基
本
姿
勢
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

一
つ
目
は
学
校
教
育
に
つ
い
て

で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
で
あ
る

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う

考
え
方
を
基
本
と
し
、
持
続
可
能

な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に

児
童
生
徒
が
自
ら
考
え
、
解
決
し

て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
を
す
す
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お

い
て
は
知
識
を
得
る
こ
と
を
主
と

し
た
教
育
か
ら
、
個
人
の
長
所
や

優
れ
た
部
分
を
発
見
し
、
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
教
育

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
資
質
・
能
力
の
育

成
に
向
け
て
は
、「
個
別
最
適
な
学

び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
一

体
的
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
で
整
備
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を

最
大
限
に
活
用
し
、
す
べ
て
の
子

供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
よ

う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
と
小
学
校
、
小

学
校
と
中
学
校
が
連
携
し
、
個
々

の
学
び
と
育
ち
を
支
え
る
赤
井
川

ス
タ
イ
ル
の
取
組
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
教
育
環
境
の
整
備
を

進
め
な
が
ら
、
村
全
体
で
子
供
た

ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育

の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

二
つ
目
は
社
会
教
育
に
つ
い
て

で
す
。
社
会
教
育
で
は
、「
第
四
期

赤
井
川
村
総
合
計
画
」
後
期
基
本

計
画
の
策
定
を
受
け
、「
第
12
期
赤

井
川
村
中
期
社
会
教
育
行
政
計
画
」

の
見
直
し
を
図
り
、
令
和
４
年
度

に
向
け
た
後
期
計
画
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

点
検
・
評
価
を
行
い
な
が
ら
関
係

機
関
・
団
体
・
学
校
・
地
域
の
機

能
を
生
か
し
た
事
業
実
施
に
努
め

る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
施
設
の

運
営
に
つ
い
て
計
画
的
な
維
持
管

理
に
努
め
、
村
民
に
と
っ
て
日
常

的
に
使
い
や
す
い
施
設
と
な
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
取
組
に
よ
る
、
学
校
教
育
と

社
会
教
育
の
連
携
を
通
し
た
教
育

内
容
の
充
実
と
人
材
育
成
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
策
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、

効
果
的
な
推
進
を
目
指
し
、
重
点

項
目
を
絞
っ
た
施
策
を
実
行
し
ま

す
。

　

重
点
施
策
の
展
開

　

次
に
、
令
和
４
年
度
の
重
点
施

策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

　

づ
く
り
の
充
実

　

第
１
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
の
充
実
」で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
末
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
学
校
運
営
協
議
会
」
は
３
年

度
か
ら
本
格
運
用
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
の
活

動
と
合
わ
せ
、
学
校
、
家
庭
及
び

地
域
が
相
互
に
協
力
し
、
地
域
全

体
で
学
び
を
展
開
し
て
い
く
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
づ
く
り

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

の
理
念
の
下
、
子
供
た
ち
に
必
要

な
資
質
・
能
力
を
社
会
と
目
標
を

共
有
し
て
育
成
す
る
と
と
も
に
、

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
通
し
て
、
教
育
課
程
の
改

善
・
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た

　

教
育
の
推
進

　

第
２
は
、「
新
た
な
時
代
に
対
応

し
た
教
育
の
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
子
供
が
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
付

け
て
い
く
た
め
の
「
個
別
最
適
な

学
び
」
や
「
協
働
的
な
学
び
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
充
実
、
更
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
し
た
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
、
こ
れ
ま
で

重
点
的
に
整
備
し
た
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ロ
ボ

ッ
ト
を
有
効
活
用
し
、
情
報
活
用

能
力
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
子
供

た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
対

面
指
導
と
と
も
に
遠
隔
・
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
の
双
方
の
指
導
が
で
き

る
体
制
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
指
定
を
受

け
て
行
っ
て
い
る
国
の
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
の
先
行
実
施
検
証
事
業
の

活
用
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教

育
で
は
、
こ
れ
ま
で
本
村
が
長
く

培
っ
て
き
た
国
際
交
流
の
成
果
の

上
に
、
保
育
所
で
の
英
語
活
動
や

小
学
校
1
年
生
か
ら
の
英
語
授
業
、

小
中
の
乗
り
入
れ
授
業
、
中
学
校

教
育
行
政
執
行
方
針
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で
の
英
検
の
全
員
受
験
と
無
償
化

の
取
組
等
を
通
し
て
、
引
き
続
い

て
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
任
用
に
つ
い

て
は
、
契
約
を
児
童
生
徒
の
実
態

に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
応

で
き
る
形
態
に
替
え
る
こ
と
で
教

育
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

３　

小
中
が
連
携
し
て
生
き
る
力

　

を
育
む
教
育
活
動
の
推
進

　

第
３
は
、「
小
中
が
連
携
し
て
生

き
る
力
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進
」

で
あ
り
ま
す
。　

　

児
童
・
生
徒
に
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
生
き
る
力
の
支
え
と
な
る
、

知
（
確
か
な
学
力
）、
徳
（
豊
か
な

心
）、
体
（
健
や
か
な
体
）
の
調

和
の
取
れ
た
教
育
が
重
要
で
あ
り
、

義
務
教
育
９
年
間
に
系
統
性
を
持

た
せ
た
「
第
２
期
赤
井
川
村
小
中

連
携
教
育
方
針
」
を
踏
ま
え
た
教

育
活
動
を
引
き
続
き
実
践
し
、
将

来
の
小
中
一
貫
教
育
を
見
据
え
た

連
携
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

小
学
校
と
中
学
校
が
同
じ
目
線

で
個
々
の
子
供
た
ち
の
成
長
を
支

え
る
と
い
う
共
通
認
識
と
、「
自
主

性
と
主
体
性
の
涵
養
」
と
い
う
連

携
教
育
の
目
標
を
共
有
し
、
中
学

校
卒
業
時
に
お
け
る
「
あ
る
べ
き

姿
」
を
『
人
間
愛
に
あ
ふ
れ
、
郷

土
に
誇
り
を
抱
き
、
自
己
の
夢
や

希
望
に
向
か
っ
て
歩
む
15
歳
』
と

定
め
、
そ
の
姿
を
実
現
す
る
た
め

に
、「
小
中
連
携
推
進
委
員
会
」
を

核
に
、「
赤
井
川
村
教
育
研
究
会
」

と
連
携
し
て
、
課
題
に
応
じ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
部
会
）
に
お
け
る

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
校
ご
と
に
以
下
の
取

組
を
進
め
ま
す
。

　
【
確
か
な
学
力
】
を
育
む
教
育
の

推
進
に
向
け
て
は
子
供
た
ち
が
こ

れ
か
ら
の
社
会
や
世
界
に
向
き
合

っ
て
関
わ
り
合
い
、
自
ら
の
人
生

を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に
、
生

き
て
働
く
「
知
識
・
技
能
の
習
得
」、

未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育

成
」、
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か

そ
う
と
す
る
「
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等
の
涵
養
」
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
力
を
育
成

す
る
た
め
に
、

・
持
続
発
展
可
能
な
社
会
の
構
築

　

を
基
本
理
念
と
す
る
学
習
指
導

　

要
領
に
基
づ
く
社
会
に
開
か
れ

　

た
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
と

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

　

ト
に
よ
る
改
善

・
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結

　

果
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
等
を

　

活
用
し
た
学
習
指
導
の
充
実

・
先
進
地
視
察
と
効
果
的
な
実
践

　

を
取
り
入
れ
た
授
業
改
善

を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
の
専
科
教
員
、

小
中
学
校
で
の
各
種
教
員
加
配
に

よ
り
、
指
導
方
法
の
改
善
と
と
も

に
、
系
統
的
教
科
指
導
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
【
豊
か
な
心
】
を
育
て
る
教
育
の

推
進
に
つ
い
て
は
基
本
的
な
倫
理

観
や
規
範
意
識
、
生
命
の
大
切
さ

や
思
い
や
り
の
心
、
美
し
い
も
の

に
感
動
す
る
心
や
自
己
肯
定
感
を

醸
成
さ
せ
る
た
め
に
、

・
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
授
業
の

　

職
員
研
修
と
実
践

・
児
童
生
徒
の
思
い
や
り
、
信
頼

　

関
係
を
基
本
と
し
た
生
徒
指
導

　

の
充
実

・
学
校
図
書
の
充
実
と
読
書
活
動

　

へ
の
支
援

・
児
童
生
徒
が
協
同
作
業
に
取
り

　

組
む
植
樹
活
動
の
実
施

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
【
健
や
か
な
体
】
を
つ
く
る
た
め

の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
体
力

は
、
意
欲
や
気
力
に
も
大
き
く
関

わ
り
、
食
べ
る
事
と
同
様
に
、
子

供
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
り
心
身
と

も
に
健
や
か
に
生
き
て
行
く
た
め

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

・
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動

　

習
慣
等
調
査
や
各
種
テ
ス
ト
の

　

実
態
把
握
に
基
づ
い
た
体
育
活

　

動
の
改
善
、
充
実

・
歯
磨
き
指
導
、
フ
ッ
化
洗
口
や

　

食
育
の
充
実
な
ど
健
康
教
育
の

　

推
進

・
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進

　

や
少
年
団
活
動
等
と
の
連
携
な

ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

４　

教
育
環
境
の
充
実
と
保
護

　

者
支
援
の
充
実

　

第
４
は
、「
教
育
環
境
の
充
実
と

保
護
者
支
援
の
充
実
」で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
に
つ
い
て
、
と
り
わ

け
学
校
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
対
応
し
た
環
境
の
整
備
等

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
施
設
の
老
朽
化
、
耐
用
年

数
の
経
過
等
か
ら
修
繕
や
更
新
を

必
要
と
す
る
施
設
や
設
備
が
出
て

い
ま
す
。
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
基
本

と
し
、
国
の
補
助
事
業
の
活
用
を

北
海
道
教
育
委
員
会
と
相
談
し
な

が
ら
、
ま
た
、
そ
の
他
の
社
会
教

育
施
設
に
つ
い
て
も
、
改
善
計
画

の
策
定
、
実
施
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
、
経
年

劣
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
車
両
に

更
新
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
保
護
者
支
援
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
教
育
に
係
る
保

護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、

・
学
習
教
材
へ
の
支
援

・
学
校
給
食
費
無
料
化
へ
の
支
援

・
部
活
動
に
お
け
る
全
道
、
全
国

　

規
模
大
会
出
場
へ
の
支
援

・
漢
字
検
定
や
英
語
検
定
な
ど
の

　

資
格
取
得
者
へ
の
支
援

・
高
等
学
校
生
徒
の
就
学
支
援
の

　

充
実

な
ど
を
重
点
に
、
本
年
度
も
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

５　

心
と
身
体
の
健
康
を
目
指

　

す
生
涯
学
習
の
推
進

　

第
５
は
、「
心
と
身
体
の
健
康
を

目
指
す
生
涯
学
習
の
推
進
」
で
あ

り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
中
核
と
な
る
社
会
教

育
に
つ
い
て
は
、「
第
12
期
赤
井
川

村
中
期
社
会
教
育
行
政
計
画
」
後

期
計
画
を
基
本
に
、
よ
り
多
く
の

村
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
、

・
本
と
親
し
む
活
動
の
支
援
や
読

　

書
環
境
の
充
実

・
各
種
団
体
と
連
携
し
た
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
画
的
整
備

・
郷
土
芸
能
伝
承
活
動
の
支
援

・
郷
土
資
料
の
活
用
を
は
じ
め
郷

　

土
を
知
る
活
動
の
推
進

・
学
校
教
育
活
動
と
連
携
し
た
国

　

際
交
流
事
業
の
推
進

・
赤
井
川
村
文
化
祭
の
充
実

・
放
課
後
子
供
教
室
の
充
実

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

む
す
び

　

以
上
、
令
和
４
年
度
の
本
村
教

育
行
政
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

本
村
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
担

う
教
育
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ

り
ま
す
。
学
校
教
育
の
充
実
と
豊

か
な
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向

け
、
村
議
会
議
員
の
皆
様
並
び
に

村
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

令和４年度教育行政執行方針
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令和３年度第３回学校運営協議会
2022.2.16　赤井川村役場

　会議前半は本年度の学校評価について協議していただきました。
３つの学校に分かれ、その後、全体で交流しました。
　会議後半は熟議を行いました。初めに後志教育局社会教育指導
班田中主査から、前回の結果と「子どもの頃の体験が育む力とそ
の成果に関する調査研究」、北海道や本村の人口動向の説明があ
りました。
　その後、「子どもたちに様 な々体験活動を提供していくための村
の教育環境のありかたについて」を議題に教員と地域・保護者に分
かれてグループワークを行いました。
　今回いただいた意見や評価は、各学校や教育委員会の教育活動
に生かしていきたいと考えています。

赤井川小学校６年生を送る会
2022.2.18　赤井川小学校

　今年は感染症対策として、低学年と高学年に分けて実施しました。
　前半は、１年生が学校に関するクイズ、２・３年生が先生あてク
イズを発表しました。
　後半は４・５年生がクイズとダンスの発表をしました。
　６年生からはアニメのパロディ動画、特技の披露、お絵かきクイ
ズ、先生たちとぶらさがり対決や縄跳び対決などを行いました。
　垂れ幕に書かれた「中学生になってもナイスチャレンジ」を忘れず
に活躍してください。

赤井川・都小学校一日体験入学
2022.2.22　赤井川小学校・都小学校

　４月に入学予定の児童と保護者を対象とした一日体験入学が行わ
れました。新入生は、赤井川小学校が5名、都小学校が２名です。
　赤井川小学校では、１年生と一緒に動画を参考にしながら凧を作
り、できあがった凧をみんなで飛ばして遊びました。感染症対策と
して、体育館での実施となりました。
　都小学校では１・２年生や先生の指導のもと、教室で折り紙を折り
ました。その後、体育館に移動し、楽しみながら体を動かしました。
　４月に新入生の皆さんが元気に登校する姿を楽しみにしています。

都小学校６年生を送る会
2022.3.4　都小学校

　３・４年生は「６年生あてクイズ」と題し、自分と６年生の思い出
をクイズにしました。１・２年生は「学校クイズ」を出しました。５
年生は、６年生や在校生に思い出に残った行事や好きな給食、６
年生の好きなところなどを一人で調査し、上手にまとめて発表しまし
た。新年度の最高学年として立派な発表でした。
　最後に６年生からダンスの発表と写真のプレゼントがありました。
すてきな小学校生活の思い出を胸に、中学校での活躍を期待して
います。
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赤井川中学校卒業式
2022.3.15　赤井川中学校

　３月15日（火）、赤井川中学校で令和３年度の卒業証書授与式が執り行われ、13名の卒業生に齋藤校長から
卒業証書が手渡されました。
　今年度も、昨年と同様に新型コロナウイルス感染予防として、来賓の制限や時間短縮など規模を縮小しての卒
業式となりましたが、生徒の顔が見えるように動画を映したりと様 な々工夫を重ねて実施されました。これから先、
卒業生はそれぞれの進路へ進んでいきます。楽しいことだけではなく、つらいことや悲しいこともあると思います
が、中学校で過ごした日 を々思い出し、頑張ってほしいと思います。卒業おめでとうございます。

村内小学校卒業式
2022.3.18　赤井川小学校・都小学校

　３月18日（金）、赤井川小学校と都小学校で令和３年度の卒業式が行われました。
　今年度の卒業生は、赤井川小学校13名、都小学校３名です。中学校の卒業式と同様、新型コロナウイルス感染
予防のため、式典の規模を縮小しての卒業式となりましたが、卒業生たちは、立派に成長した姿を見せてくれました。
　４月からは中学生となり、勉強はもちろんのこと部活動などでも活躍する姿を見せてくれることでしょう。卒業
おめでとうございます。
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令
和
4
年
度
の
主
な
保
健
事

業
計
画
で
す
。
対
象
と
な
る
方

へ
は
個
別
に
ご
案
内
を
お
送
り

し
ま
す
。

■
検
診
・
健
診

〇
が
ん
検
診

　

４
月
9
日
（
土
）

　
10
月
18
日（
火
）～
10
月
20
日（
木
）

〇
住
民
健
診

　
10
月
18
日（
火
）～
10
月
20
日（
木
）

■
乳
幼
児
健
診

〇
乳
児
健
診

　
６
月
8
日（
水
）、12
月
7
日（
水
）

〇
乳
児
相
談

　
９
月
７
日（
水
）、３
月
８
日（
水
）

〇
１
．
６
歳
・
３
歳
児
健
診

　
９
月
21
日（
水
）、３
月
22
日（
水
）

■
歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布

〇
乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布

　

日
程
未
定

〇
保
育
所
歯
科
健
診

　

日
程
未
定

■
ひ
よ
こ
の
会

　

毎
月
第
3
木
曜
日
（
他
の
事

　

業
や
講
師
の
都
合
で
前
後
し

　

ま
す
）

　

令
和
4
年
度
第
1
回
の
4
月

　

21
日
に
内
容
を
相
談
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
や
他
の
事
業

と
の
関
係
な
ど
で
日
程
が
変
更

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
以
下
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
は
女
性
の
多

く
が
“
一
生
に
一
度
は
感
染
す

る
”
と
い
わ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
で

す
（
※
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
一
度
で
も
性

的
接
触
の
経
験
が
あ
れ
ば
誰
で

も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
）。
子
宮
頚
が
ん
の
ほ
と
ん

ど
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
で
生
じ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
Ｈ

Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど

の
人
で
は
ウ
イ
ル
ス
が
自
然
に

消
え
ま
す
が
、
一
部
の
人
は
子

宮
頸
が
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

公
費
で
接
種
で
き
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

　

ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸
が
ん
の

　

原
因
の
50
～
70
％
を
占
め
る

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18
型
の
感
染

　

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
費
接
種
の
対
象
者
は
小
学

　

６
年
生
～
高
校
１
年
生
で
す
。

　

標
準
的
な
接
種
期
間
は
中
学

　

１
年
生
と
さ
れ
て
お
り
、
村

　

で
は
中
学
１
年
生
の
4
月
に

　

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
で
接
種
を
希
望
さ
れ

　

る
方
は
保
健
福
祉
課
保
健
福

　

祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
早
期
発
見
の
が
ん
検
診
受
診

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20
歳
に

　

な
る
年
度
か
ら
受
け
ら
れ
ま

　

す
。
子
宮
頸
が
ん
を
早
期
発

　

見
す
る
た
め
に
を
定
期
的
に

　
（
目
安
は
2
年
に
1
回
）
受

　

け
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
54
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
の
方
は
風
疹
の
定
期

予
防
接
種
の
対
象
者
と
し
て
追

加
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
31
年
2

月
予
防
接
種
法
施
行
令
改
正
）。

　

対
象
の
方
に
は
無
料
で
抗
体

検
査
や
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
、

令
和
2
年
度
に
郵
送
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
有

効
期
限
が
「
令
和
3
年
3
月
31

日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ご
案
内
の
文
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご
確
認

の
上
、
是
非
検
査
及
び
予
防
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
再
発
行
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
方
は
お
持
ち
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

も
改
め
て
発
行
し
ま
す
の
で
保

健
福
祉
課
保
健
福
祉
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

毎
年
、
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
移
動
献
血

車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
に
よ
る
献

血
を
４
月
28
日
（
木
）
に
赤
井

川
村
役
場
・
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト

で
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
に
お
い
て
も
慢
性
的
な

輸
血
用
血
液
が
不
足
し
て
い
る

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
輸

血
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の

た
め
に
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方

の
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　

チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
・

　

モ
デ
ル
ナ
社
製
）
を
48
時
間

　

以
内
に
接
種
さ
れ
た
方
は
、

　

献
血
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て

　

お
り
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

４
月
28
日
（
木
）

〇
赤
井
川
村
役
場

　

午
前
10
時
～
正
午

〇
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト

　
（
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト

　
（
マ
ウ
ン
テ
ン
セ
ン
タ
ー
）

　
午
後
３
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　４月９日（土）はがん検診です。申し込みされ
た方は問診票、保険証を当日忘れずにお持ちくだ
さい。

献
血
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

令
和
４
年
度
保
健
事
業
計
画

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

成
人
風
し
ん
抗
体

検
査
無
料
期
間
延
長
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正
し
く
守
り
、
思
い
や
り
の
あ

る
交
通
マ
ナ
ー
で
、
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

例
年
、
４
月
に
入
る
と
、
行

者
ニ
ン
ニ
ク
等
の
山
菜
を
求
め

て
入
山
し
、
山
中
で
道
に
迷
う
、

沢
に
転
落
す
る
な
ど
の
事
故
や

ヒ
グ
マ
と
の
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

〇
行
き
先
を
家
族
に
伝
え
ま
し

　

ょ
う
。

〇
無
理
に
山
奥
に
入
ら
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
目
立
つ
色
の
服
装
で
入
山
し

　

ま
し
ょ
う
。

〇
携
帯
電
話
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を

　

持
ち
ま
し
ょ
う
。

〇
複
数
で
行
動
し
、
音
で
存
在

　

を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

〇
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
に
気

　

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

〇
残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は

　

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を

　

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き

　

返
し
ま
し
ょ
う
。

〇
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ

　

う
。

　

４
月
20
日
か
ら
４
月
30
日
ま

で
全
道
一
斉
に
春
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
春
は

空
気
が
乾
燥
し
強
風
が
吹
く
こ

と
が
多
く
、
一
年
の
中
で
最
も

火
災
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ
ン
で

す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
火
気
を

正
し
く
使
用
し
、
悲
惨
な
焼
死

事
故
を
防
ぎ
、
貴
重
な
財
産
を

失
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
統
一
防
火
標
語

お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検

火
の
始
末

〇
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
等

　

を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行

　

為
を
す
る
場
合
は
、
消
防
へ

　

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
乾
燥
時
及
び
強
風
時
な
ど
の

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
状
況

　

の
場
合
は
中
止
し
、
燃
や
す

　

場
合
必
ず
現
場
に
立
ち
会
い
、

　

消
火
の
準
備
を
し
て
お
く
な

　

ど
、
近
隣
に
住
む
方
々
へ
迷

　

惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
皆

　

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

　

た
し
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施

通
学
路

　

速
度
を
落
と
す　

思
い
や
り

　

運
動
期
間
は
４
月
６
日
か
ら

４
月
15
日
ま
で
の
10
日
間
で
す
。

〇
通
園
・
通
学
を
す
る
子
ど
も

　

た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

　

う
！

〇
高
齢
者
が
安
心
し
て
外
出
で

　

き
る
安
全
な
社
会
を
作
ろ

　

う
！

〇
自
転
車
も
軽
車
両
で
あ
り

　
「
自
動
車
の
仲
間
」
で
す
！

〇
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
交

　

通
ル
ー
ル
を
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

は
命
綱
！
自
動
車
に
乗
っ
た

　

ら
、
全
て
の
座
席
で
必
ず
シ

　

ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用

　

し
ま
し
ょ
う
。

〇
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
ダ
メ
！

　

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る

　

な
ら
飲
ま
な
い
、
乗
る
な
ら

　

飲
ま
せ
な
い
！

〇
道
民
一
人
一
人
が
、「
飲
酒

　

運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

　

許
さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
が

　

さ
な
い
」
と
い
う
強
い
気
持

　

ち
で
北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転

　

を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

〇
４
月
10
日
（
日
）
は
、「
交

　

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　

で
す
！

　

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
の
実
施

余
市
警
察
署
だ
よ
り

春
の
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害

山
菜
採
り
に
よ
る
事
故
防
止

　

令
和
４
年
３
月
31
日
を
も
ち

ま
し
て
、
赤
井
川
駐
在
所
の
椛

本
所
長
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
井
川
駐
在
所
に
在
職
中
は

交
通
安
全
啓
発
や
防
犯
啓
発
活

動
を
熱
心
に
行
い
、
駐
在
所
だ

よ
り
の
発
行
、
小
中
学
校
児

童
・
生
徒
に
向
け
た
交
通
安
全

や
防
犯
に
つ
い
て
の
啓
発
文
書

の
作
成
・
配
布
、
悠
楽
学
園
大

学
で
は
講
師
と
し
て
高
齢
者
が

被
害
に
遭
い
や
す
い
特
殊
詐
欺

の
手
口
を
紙
芝
居
に
し
、
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

赤
井
川
村
の
交
通
安
全
・
防
犯

の
啓
発
活
動
に
寄
与
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

赤
井
川
駐
在
所

椛
本
所
長
勇
退



13 広報あかいがわ　2022.4.1

　

４
月
１
日
よ
り
、
役
場
の
行

政
機
構
に
変
更
が
あ
り
、
各
係

の
担
当
す
る
業
務
に
も
変
更
が

あ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
新
設
】

■
住
民
課

〇
税
務
係

〇
住
民
係

※
従
来
の
業
務
に
加
え
、
交
通

　

安
全
、
防
犯
、
消
費
生
活
関

　

係
の
担
当
と
な
り
ま
す
。

【
変
更
】

■
保
健
福
祉
課

〇
福
祉
係

〇
保
健
係

〇
国
保
衛
生
係

〇
介
護
保
険
係

【
廃
止
】

■
介
護
保
険
課

　

介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て
は
、

　

保
健
福
祉
課
に
統
合
と
な
り

　

ま
す
。

　

詳
細
は
、
４
月
１
日
に
配
布

す
る
区
会
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

今
年
度
も
、
村
で
は
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
悠
楽
学
園
大
学

を
開
講
し
ま
す
。

　

講
師
は
毎
月
変
わ
り
、
テ
ー

マ
も
様
々
で
す
！
皆
さ
ま
、
ご

自
分
を
育
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
講
座
は
65
歳
以
上
の
方

な
ら
ど
な
た
で
も
、
無
料
で
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。（
宿
泊

研
修
を
除
き
ま
す
。）

　

毎
月
第
４
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
12
時
ま
で
の
講
義
で

す
。

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
４
月

29
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
・
悠

楽
学
園
大
学
担
当
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　

通
年
の
ご
参
加
で
も
、
参
加

さ
れ
た
い
講
義
の
み
の
ご
参
加

も
自
由
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

４
月
か
ら
役
場
の
行
政

機
構
が
変
わ
り
ま
す

INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

令
和
４
年
度
悠
楽
学
園

大
学
参
加
者
募
集

開催日（第４木曜日） 講座名 講師

５月25日 悠楽学園大学開講式
講話「むらのうごき」 学校長（村長）

６月23日 防犯・交通安全教室 赤井川駐在所長

７月
（日付未定）

宿泊研修
※行程と日時は後日決定します。
自己負担が発生します。

引率：保健福祉課職員
　　

８月25日 糖尿病講演会
健康づくり財団
（看護師・管理栄養士・歯科医師または
歯科衛生士）

９月22日 くらしの講座 社会福祉協議会

10月27日 未定 地域包括支援センター

11月24日 認知症の理解と予防 北翔大学教授（コープさっぽろ事業）
担当：介護保険係

12月22日 年末レクリエーション 協賛：赤井川村保健推進員協議会

１月26日 赤井川へき地保育所交流会
＆マイナンバーカード講習

赤井川へき地保育所
＆住民係

２月22日 救急救命講習 北後志消防組合赤井川支署

３月24日 令和４年度
悠楽学園大学修業式 学校長（村長）・議長祝辞

　年度途中からの参加も出来ます。
　会場の都合がありますので、１ヶ月前にはご連絡ください。
※予定ですので、変更になる場合があります。

■講義の実施予定
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お知らせ伝言板

◆
開
催
月
日
／
２
月
28
日

◆
会
議
案
件

◇
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ

　

る
許
可
申
請
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
賃
借
料
情
報
の
設

　

定
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
農
業
労
務
標
準
賃

　

金
等
の
決
定
に
つ
い
て

◇
農
地
等
の
権
利
取
得
に
係
る

　

別
段
面
積
の
設
定
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
農
業
労
務
標
準

　
賃
金
・
農
業
機
械
請
負
標

　
準
料
金
を
設
定
し
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
作
業

の
賃
金
等
を
決
め
る
目
安
と
し

て
、
農
業
労
務
標
準
賃
金
及
び

農
業
機
械
請
負
標
準
料
金
を
設

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

の
賃
金
等
に
つ
き
ま
し
て
、
下

記
の
と
お
り
設
定
し
ま
し
た
。

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
受
付
件
数�

売
買
希
望　

７
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
４
年
３
月
15
日
現
在
）

　なお、農業労務標準賃金等につきましては、北海道の最低
賃金の改定に合わせ農業委員会総会で、村の賃金等の実態を
考慮して設定しておりますが、これはあくまでも標準的な目
安となるものであり、詳細につきましては当事者間での話し
合いにより決定していただくことになりますので、ご協力の
程をよろしくお願いいたします。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
21
回

お

知

ら

せ
■赤井川村農業労務標準賃金・農業機械請負標準料金
◇田作業
区分 労働時間 食事 賃金 備考

稲作一般 ８時間 昼食持参 ７，２００円 休憩　昼食時１時間　　
休息　午前・午後各15分

※送迎　雇用主負担

◇畑作業

区分 労働時間 食事 賃金 備考

畑作一般 ８時間 昼食持参 ７，２００円 休憩　昼食時１時間　　
休息　午前・午後各15分

※送迎　雇用主負担

　パート：１時間　９００円

◇農業機械請負標準料金

区分 作業機械名 基準規格
料金

１時間当たり 10ａ当たり

耕起 ﾛｰﾀﾘｰﾊﾛｰ ﾄﾗｸﾀｰ50HP ６，０００円 ４，０００円

耕起 ﾌﾟﾗｳ ﾄﾗｸﾀｰ50HP4WD ５，０００円 ー

砕土 ﾛｰﾀﾘｰﾊﾛｰ ﾄﾗｸﾀｰ50HP ６，０００円 ３，０００円

施肥播種 ﾌﾟﾗﾝﾀｰ なし ― ２，５００円

代かき仕上 水田ﾛｰﾀﾘｰ ﾄﾗｸﾀｰ30HP ５，０００円 ―

稲刈 自脱ｺﾝﾊﾞｲﾝ なし ― １２，０００円

田植え 田植機 なし ― ５，０００～
６，０００円

乾燥
（籾摺含）

乾燥機
籾摺機 なし １俵　１，３８０円

　

■赤井川村賃借料情報の公表
　農業委員会では、農地法第52条の規定に基づき、令和３
年１月から令和３年12月までに賃借された賃借料を基に、令
和３年農地賃借情報を公表しています。

１．田（水稲）の部
（10ａ当たり）

地域名 平均額 最高値 最低額 データ数 備考

赤井川村 １０，１００円 １０，９００円 ９，５００円 21 ５件

昨年 ９，５００円 １１，３００円 ９，２００円 ６ ２件

過去５ヶ年 ９，０００円 １１，２００円 ４，１００円 13 ４件

２．畑（普通畑）の部
（10ａ当たり）

地域名 平均額 最高値 最低値 データ数 備考

赤井川村 ４，５００円 ５，０００円 ３，０００円 ９ ６件

昨年 ２，１００円 ３，０００円 ９００円 ６ ６件

過去５ヶ年 ３，３００円 ６，６００円 ９００円 19 ７件

３．畑（牧草地）の部
　　賃貸契約件数が０件のため非公表。
　なお、公表した金額で契約を勧めるものではありませんの
で、賃借料につきましては、当事者間での話し合いにより個々
の条件などを考慮して決定してください。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
、
受
講
制
限

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
４
月
13
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分

　
４
月
28
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

４
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
当
講
習（
２
時
間
）

　

４
月
13
日
（
水
）
午
後
１
時

　

４
月
28
日
（
木
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

４
月
13
日
（
水
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習
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INFORMATION

３
月
１
日
付
け

職
員
人
事
異
動

【
都
小
学
校
】

◇
転
出

　

▽
教
頭　
　
　

山
本　

里
香

（
倶
知
安
西
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

池
田
早
智
子

（
俱
知
安
小
学
校
）

　

▽
養
護
教
諭　
久
保
田
由
紀
子

（
退
職
）

　

▽
事
務　
　
　

太
田　

政
裕

（
大
川
小
学
校
）

◇
転
入

　

▽
教
頭　
　
　

落
合　

顕
治

（
昆
布
小
学
校
）

　

▽
養
護
教
諭　

寺
井　

優
海

（
御
保
内
小
学
校
）

【
赤
井
川
中
学
校
】

◇
転
出

　

▽
教
頭　
　
　

山
田　

玲
司

（
恵
庭
市
島
松
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

鈴
木　

悠
平

（
島
牧
中
学
校
）

　

▽
事
務　
　
　

鈴
木　

智
晴

（
退
職
）

◇
転
入

　

▽
教
頭　
　
　

林　
　

利
臣

（
神
恵
内
中
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

宮
川
菜
見
子

（
古
平
中
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

川
内　

尚
恵

（
余
市
西
中
学
校
）

　

▽
事
務　
　
　

金
内　

大
輔

（
仁
木
小
学
校
）

※
（　

）
内
は
そ
れ
ぞ
れ
転
出

　

先
、
転
入
先

◇
振
替
納
付
日
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
分
の
確
定
申
告
の

振
替
納
付
日
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
令
和
３
年
分
の
所
得
税
及
び

　

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

　

告

　

４
月
21
日
（
木
）

■
令
和
３
年
分
の
個
人
事
業
者

　

の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　

の
確
定
申
告

　

４
月
26
日
（
火
）

※
確
実
に
振
替
納
付
で
き
る
よ

　

う
、
振
替
納
付
日
の
前
日
ま

　

で
に
預
貯
金
残
高
の
確
認
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

◇
期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ

　
た
場
合

　

期
限
内
に
納
付
で
き
な
か

っ
た
場
合
や
、
振
替
口
座
の

残
高
不
足
等
で
振
替
納
税
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
法
定

納
期
限
（
令
和
３
年
分
の
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
は
令

和
４
年
３
月
15
日
（
火
）、
個

人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
は
令
和
４
年
３
月
31
日

（
木
））
の
翌
日
か
ら
納
付
す
る

日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
金
融
機
関
（
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
又
は
所

轄
の
税
務
署
の
納
税
窓
口
で
本

税
と
延
滞
税
を
併
せ
て
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
書
は
、
税
務
署
又
は
所
轄

の
税
務
署
管
内
の
金
融
機
関
に

用
意
し
て
い
ま
す
。
金
融
機
関

に
納
付
書
が
な
い
場
合
に
は
、

所
轄
の
税
務
署
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
金
融
機
関
又
は
税
務

署
の
納
税
窓
口
で
の
納
付
以
外

に
次
の
納
付
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
「
国
税
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

お
支
払
サ
イ
ト
」
か
ら
お
手

　

持
ち
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

を
利
用
し
て
納
付
で
き
ま
す
。

　

納
税
額
に
応
じ
た
決
済
手
数

　

料
が
か
か
り
ま
す
（
決
済
手

　

数
料
は
国
の
収
入
に
な
る
も

　

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
の
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

　

ー
ド
納
付
の
手
続
」
を
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ

　

ン
ビ
ニ
納
付

　

ご
自
宅
な
ど
で
、
国
税
庁
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
す
る
作

　

成
シ
ス
テ
ム
等
か
ら
納
付
に

　

必
要
な
情
報
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

と
し
て
作
成
（
印
刷
）
し
、

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

　

納
付
で
き
ま
す
（
納
付
で
き

　

る
金
額
は
30
万
円
以
下
と
な

　

り
ま
す
。）。 

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー

　

ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
の
「
コ
ン
ビ
ニ
納
付

　
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）」
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
中
に
お
け

　

る
延
滞
税
の
割
合
は
、
次
の

　

と
お
り
で
す
。

①
納
期
限
の
翌
日
か
ら
２
か
月

　

を
経
過
す
る
日
ま
で
は
、
年

　

２
．
４
％
の
割
合

②
納
期
限
の
翌
日
か
ら
２
か
月

　

を
経
過
す
る
日
の
翌
日
以
後

　

に
つ
い
て
は
、
年
８
．
７
％

　

の
割
合

　

具
体
的
な
延
滞
税
の
計
算
は
、

　

上
記
の
①
又
は
②
の
期
間
ご

　

と
に
計
算
し
ま
す
。

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

　

い
て
、
簡
単
に
計
算
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

余
市
税
務
署

　

℡
２
２

－

２
０
９
３

【
赤
井
川
小
学
校
】

◇
転
出

　

▽
校
長　
　
　

半
田　

健
一

（
仁
木
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

川
島　

峰
子

（
任
用
期
限
修
了
）

◇
転
入

　

▽
校
長　
　
　

姉
帯　

隆
文

（
美
国
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

細
田
乃
里
子

（
大
川
小
学
校
）

令
和
３
年
確
定
申
告
後

納
付
が
必
要
に
な
っ
た
ら

教
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
け
）

【
保
健
福
祉
課
】

　

▽
国
保
衛
生
係

　

四
村　

謙
太

（
総
務
課
財
務
係
）

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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お知らせ伝言板

　

村
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
着

実
に
行
政
に
反
映
す
る
た
め
、

昨
年
11
月
に
区
会
懇
談
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
中
で
出
さ
れ
た

主
な
質
疑
・
要
望
事
項
へ
の
回

答
を
広
報
あ
か
い
が
わ
３
月

号
・
４
月
号
の
２
回
に
わ
た

り
掲
載
い
た
し
ま
す
。

【
産
業
課
所
管
】

〇
村
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農

　

業
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

　

い
く
の
か
。自
動
か
ん
水
機

　

に
対
す
る
補
助
を
検
討
し
て

　

欲
し
い
。

↓
村
の
農
業
規
模
に
お
い
て
は
、

　

将
来
的
に
は
ハ
ウ
ス
管
理
や

　

防
除
な
ど
に
つ
い
て
Ｉ
О

　

Ｔ
化
が
必
要
に
な
る
と
感

　

じ
て
い
ま
す
が
、
通
信
回

　

線
の
課
題
が
あ
る
の
も
認

　

識
し
て
い
ま
す
。具
体
的
な

　

要
望
な
ど
を
踏
ま
え
て
、村

　

費
以
外
の
補
助
事
業
や
令
和

　

４
年
度
採
択
予
定
の
道
営
事

　

業
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　
（
土
地
改
良
係
）

〇
農
業
の
規
模
拡
大
に
お
い
て

　

は
労
働
力
の
確
保
が
課
題
。

　

短
期
的
に
住
む
場
所
と
し
て

　

ど
こ
か
な
い
か
。

↓
短
期
的
に
は
教
員
住
宅
を
貸

　

す
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
修

　

繕
等
は
行
わ
な
い
こ
と
を
ご

　

理
解
く
だ
さ
い
。
現
状
、
３

　

戸
の
教
員
住
宅
が
空
い
て
お

　

り
、
６
ヶ
月
以
内
で
あ
れ
ば
、

　

住
民
票
を
移
す
こ
と
無
く
入

　

居
許
可
を
行
う
こ
と
は
可
能

　

で
す
。
他
の
農
業
者
と
共
同

　

で
借
り
る
な
ど
の
取
り
組
み

　

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
そ
の

　

結
果
、
発
展
的
な
方
向
に
向

　

か
え
ば
、
段
階
的
に
村
と
し

　

て
も
検
討
を
し
ま
す
。

（
農
政
係
・
建
設
課
）

〇
道
の
駅
の
来
場
者
が
減
っ
て

　

い
く
の
で
は
な
い
か
。
道
の

　

駅
を
開
業
し
て
果
た
し
て
ど

　

う
だ
っ
た
の
か
が
総
括
さ
れ

　

て
い
な
い
。
第
三
者
委
員
会

　

な
ど
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

　

い
か
。

↓
道
の
駅
の
「
観
光
拠
点
」
と

　

し
て
の
評
価
は
し
て
い
ま
せ

　

ん
が
、
毎
年
度
モ
ニ
タ
リ
ン

　

グ
調
査
等
を
実
施
す
る
な
ど

　

指
定
管
理
者
の
評
価
は
実
施

　

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
旅
行

　

雑
誌
等
で
は
一
定
の
評
価
は

　

受
け
て
い
ま
す
。（
産
業
係
）

〇
温
泉
の
ボ
ー
リ
ン
グ
は
ど
う

　

な
っ
て
い
る
の
か
。
お
湯
の

　

出
が
悪
い
が
、
工
事
が
終
わ

　

る
ま
で
我
慢
が
必
要
な
の
か
。

↓
来
年
か
ら
再
来
年
に
か
け
て

　

進
め
る
予
定
で
す
。
な
お
、

　

故
障
の
多
い
ボ
イ
ラ
ー
の
修

　

繕
は
実
施
済
み
で
す
。
そ
の

　

他
も
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
さ

　

な
い
よ
う
随
時
対
応
し
て
い

　

き
ま
す
。　
　
　
（
産
業
係
）

〇
鹿
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

電
気
柵
の
補
助
金
増
加
は
な

　

い
の
か
。

↓
当
初
予
算
で
不
足
す
る
場
合

　

は
、
要
望
を
把
握
し
、
そ
の

　

年
に
使
用
す
る
方
の
要
望
は
、

　

補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
ま

　

す
。　
　
　
　
　
（
農
政
係
）

〇
来
年
か
ら
農
協
に
お
い
て
新

　

規
就
農
研
修
生
を
受
入
な
い

　

方
針
で
あ
る
と
聞
い
た
。
農

　

協
で
研
修
を
受
け
た
身
と
し

　

て
は
、
そ
の
研
修
が
あ
っ
て

　

今
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

１
組
で
も
農
協
で
受
け
入
れ

　

る
体
制
と
は
な
ら
な
い
の
か
。

↓
新
規
就
農
受
入
の
体
制
を
根

　

本
的
に
見
直
そ
う
と
考
え
て

　

い
ま
す
。
新
規
就
農
に
対
す

　

る
国
の
支
援
制
度
の
拡
充
の

　

活
用
や
研
修
受
入
農
家
へ
の

　

支
援
の
ほ
か
、
地
域
お
こ
し

　

協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た
就

　

農
受
入
を
村
と
し
て
検
討
を

　

進
め
て
い
ま
す
。
農
協
研
修

　

に
関
し
て
は
、
受
入
継
続
の

　

要
請
を
行
っ
た
結
果
、
当
面

　

の
間
、
受
入
は
継
続
と
な
り

　

ま
し
た
。　
　
　
（
産
業
係
）

【
建
設
課
所
管
】

〇
池
田
川
の
増
水
に
よ
り
、
に

　

ん
に
く
が
被
害
に
あ
っ
た
。

　

河
川
整
備
を
頻
繁
に
行
っ
て

　

ほ
し
い
。
草
が
生
え
て
い
る

　

部
分
を
。

→
国
費
で
実
施
で
き
る
よ
う
に

　

な
り
来
年
以
降
も
順
番
に
実

　

施
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
毎
の

　

整
備
は
難
し
く
上
流
側
か
ら

　

順
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に

　

な
り
ま
す
。
今
後
も
気
を
つ

　

け
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

（
土
木
係
）

〇
赤
井
川
河
川
敷
の
木
を
伐
採

　

し
て
見
栄
え
が
良
く
な
っ
た

　

が
、
殺
風
景
に
な
っ
た
。　

→
災
害
も
多
く
な
り
、
河
川
の

　

は
ん
濫
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

　

防
災
の
為
に
整
備
を
し
て
い

　

ま
す
。
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て

　

利
用
さ
れ
て
、
良
い
と
い
う

　

方
も
い
ま
す
。
北
海
道
の
管

　

理
河
川
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と

　

し
た
事
は
村
で
片
付
け
対
応

　

し
て
い
ま
す
。（
土
木
係
）

〇
村
有
住
宅
の
増
棟
の
計
画
は

　

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

　

か
。

→
都
地
区
４
戸
、
赤
井
川
地
区

　

８
戸
の
計
画
は
あ
り
ま
す
が
、

　

現
在
、
そ
の
計
画
は
凍
結
と

　

し
て
い
ま
す
。
需
給
バ
ラ
ン

　

ス
を
見
て
今
後
検
討
し
た
い

　

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

　

５
年
間
は
難
し
い
と
考
え
て

　

い
ま
す
。
公
営
住
宅
新
築
よ

　

り
も
、
リ
フ
ォ
ー
ム
中
心
で

　

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

　

す
。　
　
　
　
　
（
建
築
係
）

【
教
育
委
員
会
所
管
】

〇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
期
を

　

迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

→
現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、

　

３
月
ま
で
は
村
の
公
共
交
通

　

バ
ス
と
し
て
日
曜
、
祝
日
は

　

使
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
４

　

月
か
ら
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　

本
来
の
形
に
戻
る
こ
と
と
な

　

り
ま
す
。
公
共
交
通
課
題
が

　

一
段
落
し
た
ら
、
更
新
を
検

　

討
し
ま
す
。

〇
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
保
育

　

所
で
、
土
曜
日
や
長
期
休
暇

　

時
の
子
ど
も
の
受
け
入
れ
を

　

行
っ
て
欲
し
い
。
子
ど
も
教

　

室
の
時
間
が
合
わ
な
い
た
め
、

　

村
外
の
小
学
校
へ
行
く
こ
と

　

を
考
え
て
い
る
家
庭
も
あ
る

　

と
聞
い
て
い
る
。

→
子
ど
も
教
室
の
枠
組
み
で
は
、

　

運
営
上
の
ル
ー
ル
が
あ
り
受

　

入
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

カ
ル
デ
ラ
ク
ラ
ブ
で
運
営
が

　

で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、

　

行
政
で
で
き
る
方
法
と
し
て

区
会
懇
談
会
の
質
疑
・
要
望
事
項
へ
の
回
答
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INFORMATION

　

は
じ
ま
っ
た
の
が
放
課
後
子

　

ど
も
教
室
で
あ
り
、
費
用
効

　

果
を
考
え
る
と
現
在
の
枠
組

　

み
の
中
で
進
め
て
い
く
方
法

　

し
か
な
い
の
で
す
が
、
民
間

　

で
実
施
す
る
こ
と
に
対
し
て

　

村
で
支
援
す
る
方
法
も
あ
る

　

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
に
お
い
て
も
、
年
々

　

要
望
や
需
要
が
高
ま
っ
て
き

　

て
い
る
こ
と
か
ら
、
認
可
外

　

保
育
所
と
し
て
ど
こ
ま
で
受

　

入
で
き
る
か
を
検
討
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

　

ま
す
。

〇
小
学
校
は
統
合
し
た
ら
良
い

　

と
考
え
て
い
る
。
今
後
コ
ミ

　

ニ
ュ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
中
で

　

話
し
合
わ
れ
る
と
の
こ
と
で

　

あ
る
が
、
委
員
は
誰
で
、
住

　

民
意
見
の
集
約
は
い
つ
さ
れ

　

る
の
か
と
待
っ
て
い
る
状
態

　

で
あ
る
。

→
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

　

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
保
護
者

　

の
代
表
と
子
ど
も
に
関
わ
る

　

地
域
の
代
表
の
方
々
で
、
ど

　

の
よ
う
な
学
校
が
望
ま
し
い

　

の
か
意
見
を
お
願
い
し
ま
す

　

と
会
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、

　

ご
期
待
に
添
う
よ
う
な
活
動

　

が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

　

感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

　

近
く
学
校
統
合
に
関
す
る
議

　

論
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
統
合
は
令
和
６
年
度
か

　

ら
作
業
段
階
に
入
る
と
の
方

　

針
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ミ

　

ニ
ュ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
話
題

　

と
な
っ
た
場
合
は
、
前
倒
し

　

で
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〇
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
村
づ

　

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
自
然

　

観
察
会
と
か
を
教
育
委
員
会

　

で
。
村
の
自
然
を
知
ら
な
い

　

大
人
も
多
い
し
、
子
ど
も
は

　

も
っ
と
知
ら
な
い
。
昔
は
総

　

合
学
習
の
時
間
で
「
鳥
を
見

　

て
歩
く
」
と
い
う
こ
と
を
行

　

っ
て
い
た
。
せ
め
て
学
校
の

　

先
生
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

→
現
在
、
重
点
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

活
用
、
国
際
交
流
が
喫
緊
の

　

課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、
来

　

年
度
の
教
育
執
行
方
針
に
は

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
入
れ

　

込
む
こ
と
を
考
え
て
お
り
、

　

一
致
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

公
教
育
な
の
で
「
あ
れ
も
こ

　

れ
も
」
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

　
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
は
で
き

　

る
も
の
が
あ
る
の
で
、
学
校

　

に
伝
え
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

　

ん
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
け

　

れ
ば
幸
い
で
す
。

〇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
保
育
所
の

　

子
ど
も
は
利
用
で
き
な
い
の

　

か
。

→
基
本
的
に
は
、
義
務
教
育
の

　

小
中
学
生
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
回
答
に
つ
い
て
は
1
月
下
旬

　

時
点
で
整
理
し
た
事
項
を
掲

　

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

年
金
だ
よ
り

※
届
出
の
内
容
に
よ
り
、
届
出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
届
出
先
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
こ
ん
な
と
き
〉

〈
ど
う
す
る
〉

〈
届
出
先
〉

会
社
を
退
職
し
た
と
き

国
民
年
金
に
加
入
の
手
続
き
を
す
る
（
被
扶
養

配
偶
者
も
同
様
）

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

結
婚
や
退
職
等
で
配
偶
者
の
扶
養

に
な
っ
た
と
き

第
３
号
被
扶
養
者
へ
の
種
別
変
更
の
手
続
き
を

す
る

配
偶
者
の
勤
務
先

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の

種
別
変
更
の
手
続
き
を
す
る

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

配
偶
者
が
会
社
を
変
わ
っ
た
と
き

引
き
続
き
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
手
続
き
を

す
る

配
偶
者
の
新
し
い
勤
務
先

年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き

再
交
付
の
手
続
き
を
す
る

第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

口
座
振
替
を
開
始
・
停
止
・
変
更

す
る
と
き

口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
を
提
出
す
る
銀
行
・
郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
信
用
組

合
・
労
働
金
庫

納
付
書
を
紛
失
し
た
と
き

納
付
書
の
再
発
行
を
申
し
出
る

年
金
事
務
所

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き

保
険
料
免
除
の
申
請
を
す
る

（
全
額
・
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１
免
除
）

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る

（
30
歳
未
満
の
方
に
限
る
）

学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
と
き

学
生
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る

（
30
歳
未
満
の
方
に
限
る
）

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
す
ぎ
た
と
き
国
民
年
金
保
険
料
還
付
請
求
書
の
提
出
を
す
る
年
金
事
務
所

65
歳
に
な
っ
た
と
き

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
を
す
る

第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

障
害
者
に
な
っ
た
と
き

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
を
す
る

初
診
日
に
第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

初
診
日
に
第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

20
歳
前
に
障
害
に
な
っ
た
場
合

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

死
亡
し
た
と
き

国
民
年
金
加
入
中
↓
遺
族
基
礎
年
金

・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
の
請
求

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

（
年
金
事
務
所
の
場
合
有
り
）

こ
ん
な
と
き
は
、
必
ず
届
出
を
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お知らせ伝言板

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か

ら
令
和
４
年
度
の
保
険
料
率
改

訂
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
３
月
分
（
４
月
納

付
分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
は

10
．
39
％（
マ
イ
ナ
ス
０
．
06

％
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保
険
料

率
は
１
．
64
％（
マ
イ
ナ
ス
０
．

16
％
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
引

き
続
き
医
療
費
適
性
化
等
の
取

り
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

　

け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
１

－

７
２
６

－

０
３
５
２

　

人
事
院
・
厚
生
労
働
省
を
試

験
機
関
と
し
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試

験
に
つ
い
て
令
和
４
年
度
は
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
機
関

　

４
月
４
日
（
月
）
受
信
有
効

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

■
受
験
資
格

　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成

　

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
生

　

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

　

を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
５

　

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

　

す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と

　

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　

ら
れ
る
者

■
第
1
次
試
験

　

６
月
５
日
（
日
）

■
第
２
次
試
験

　

７
月
12
日
（
火
）・
13
日
（
水
）・

　

14
日
（
木
）
の
指
定
さ
れ
た
日

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
北
海
道
労
働
局
総
務
部
人
事

　

課
人
事
第
一
係

　

℡
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

〇
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監
督
署

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
は
、
６
月
の
札
幌
を
舞
台

に
開
催
さ
れ
る
、「
市
民
参
加

型
」
の
お
祭
り
で
す
。
踊
り
手

と
し
て
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、

様
々
な
形
で
気
軽
に
お
祭
り
に

参
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
、

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
で

は
、
チ
ー
ム
の
演
舞
を
審
査
す

る
「
市
民
審
査
員
」
を
募
集
し

ま
す
！
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
の
審
査
は
、
あ
な
た

が
演
舞
を
見
て
感
じ
た「
感
動
」

を
基
準
と
し
て
お
り
、
特
別
な

技
術
や
知
識
は
全
く
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
審
査

員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
活
動
日
程

〇
６
月
11
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

〇
６
月
12
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
10
時

　

の
中
の
３
～
４
時
間

■
活
動
場
所

　

大
通
公
園
周
辺

■
活
動
内
容

　

Ｙ
О
Ｓ
Ａ
Ｋ
О
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

　

祭
り
に
お
け
る
演
舞
の
審
査

■
募
集
期
間

　
４
月
１
日（
金
）～
４
月
30
日（
土
）

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　
https://w

w
w

.yosakoi-sor
　

an.jp/
■
応
募
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｙ
О
Ｓ
Ａ
Ｋ
О
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

　

祭
り
実
行
委
員
会

　

℡
０
１
１

－

２
３
１

－

４
３
５
１

　

Fax
０
１
１

－

２
３
３

－

４
３
５
１

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

　

響
に
よ
っ
て
、
開
催
概
要
は

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

４
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
50
％
・
平
30
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2022.2.15 0.039 くもり
2.18 0.044 雪
2.22 0.050 くもり
2.25 0.039 くもり
3.1 0.056 雪
3.4 0.043 晴れ
3.8 0.039 くもり
3.11 0.038 くもり
3.15 0.039 雪

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

令
和
４
年
度
保
険
料
率

改
訂
の
お
知
ら
せ

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
の
実
施

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

市
民
審
査
員
募
集
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 １，０３８ ７４ １，１１２ △３

男 ５２１ ４２ ５６３ △３

女 ５１７ ３２ ５４９ ±０

世帯数 ５４８ ６５ ６１９ △４

※令和４年２月28日現在

住
民
の
ま
ど

�〈
２
月
15
日
～
３
月
14
日
届
出
〉

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会 

遠
藤　

貞
子
さ
ん　

93
歳　
１
町
内

阿
部　

恵
子
さ
ん　

66
歳　

１
都

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

�

〈
２
月
15
日
～
３
月
14
日
〉

（
２
月
）

15
日
◇
赤
井
川
中
学
校
全
国
中

　
　
　

体
連
大
会
報
告
／
字
赤

　
　
　

井
川

16
日
◇
公
共
交
通
特
別
委
員
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

18
日
◇
後
志
町
村
会
定
期
総
会

　
　
　

／
倶
知
安
町

21
日
◇
北
後
志
一
部
事
務
組
合

　
　
　

議
会
定
例
会
／
余
市
町

　
　

◇
管
内
市
町
村
長
と
後
志

　
　
　

総
合
振
興
局
と
の
意
見

　
　
　

交
換
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

　
　
　

／
字
赤
井
川

22
日
◇
神
恵
内
村
長
選
挙
出
陣

　
　
　

式
／
神
恵
内
村

27
日
◇
神
恵
内
村
長
選
挙
当
選

　
　
　

祝
／
神
恵
内
村

28
日
◇
第
３
回
再
生
可
能
エ
ネ

　
　
　

ル
ギ
ー
推
進
委
員
会
／

　
　
　

字
赤
井
川

（
３
月
）

１
日
◇
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
協
会
第
27
回
理

　
　
　

事
会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

　
　
　

／
字
赤
井
川

８
日
◇
赤
井
川
村
議
会
第
１
回

　
　
　

定
例
会
／
字
赤
井
川
／

　
　
　

～
10
日

14
日
◇
新
お
た
る
農
業
協
同
組

　
　
　

合
長
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
余
市
警
察
署
長
離
任
挨

　
　
　

拶
／
字
赤
井
川

９
日
◇
水
道
下
水
道
検
定

　
　

◇
土
木
検
定

　
　

◇
水
道
・
下
水
道
検
定

14
日
◇
入
札

15
日
◇
赤
井
川
村
国
際
交
流
推

　
　
　

進
委
員
会
臨
時
総
会

　
　

◇
農
業
青
色
申
告
／
～
３

月
１
日

16
日
◇
公
共
交
通
特
別
委
員
会

　
　

◇
第
３
回
学
校
運
営
協
議

　
　
　

会

18
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

22
日
◇
農
林
業
活
性
化
推
進
協

　
　
　

議
会
事
務
局
会
議

24
日
◇
地
域
公
共
交
通
協
議
会

　
　

◇
教
育
委
員
会
議

28
日
◇
第
３
回
再
生
可
能
エ
ネ

　
　
　

ル
ギ
ー
推
進
委
員
会

　
　

◇
第
21
回
農
業
委
員
会
総
会

　
　

◇
教
育
委
員
会
議

　

自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

候
補
生
（
男
子
・
女
子
）・
一

般
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯

科
・
薬
剤
）・
医
科
・
歯
科
幹

部
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

■
日
時

　

４
月
20
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

■今月の表紙
　今月の表紙は中学校の卒業式からの１
枚です。
　４月からは高校生になる卒業生の皆さん
は慣れないことも戸惑うこともあるかもしれ
ませんが、新しい環境でも頑張ってくださ
いね！
　

む
ら
の
日
誌（
２
月
）

自
衛
官
募
集
無
料
法
律
相
談
所
の
開
設



広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■今月より「むらバス」が運行されます。区会回覧等でもすでに
お知らせしていますが今までのバスと違う点もたくさんあるため、
「特集」という形で掲載しました。皆さまが利用される際の参考に
していただければと思います！
　４月は、「春の全国交通安全運動」の実施もあります。雪が解
け路面が見えるのでついついスピードを出してはいませんか？ス
ピードダウンで安全運転をを心がけてくださいね。（K）

【発行情報】広報あかいがわ2022年4月号（№683）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地２
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

赤井川村写真館～赤井川の四季～

一日体験入学（赤井川小学校）
撮影：教育委員会　場所：赤井川小学校　撮影日：2022年2月22日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？




